
 

 

 
 
        
 
  

 

 

 

 

 

  

 

 

   

    

 

 
 

   

 

 

 

 

 

大崎市は危険な放射性ゴミ焼却を止めるべきです。  
  

大崎住民訴訟は、2018 年 10 月に仙台地方裁判所に大

崎市民 124 名が原告となって提訴し、審理が続いています。 

大崎市岩出山の池月地区にある玉造クリーンセンター(大崎地

域広域行政事務組合による焼却場)に対し、汚染廃棄物の焼

却を中止するように求める訴訟です。試験焼却中止の仮処分申

し立てもしましたが、試験焼却は強行され、仮処分は仙台高裁で

却下されました。 

事務組合と住民が交わした覚え書には、「水質汚染のある廃

棄物を搬入しない」「焼却場の機能や設備の変更は、地元住民

の合意を得る」と明記されているので、この覚え書や申し合わせに

反しています。汚染ごみを焼却すれば、放射能を拡散し健康被 

害をさらに広げる、と中止を求めて裁判で闘っています。 

 これは、大崎の限られた地域だけの問題ではありません。県内

には、まだまだ 8000 ベクレル以下の汚染ゴミやそれ以上の汚染

ゴミもたくさん残っており、住民も自治体もどう処分するか様々な

検討を続けています。この裁判は、放射能汚染ゴミを住民の合

意なしに一方的に決めて処分することはしないでください、住民の

健康と未来までも影響する重要な問題です、と訴えています。 

 各地の汚染廃棄物処分について、先駆けと 

なって闘っている裁判です。県内どの地域でも 

起こってくる共通の問題として考え、 

「大崎住民訴訟を支援する会」を結成 

して、裁判闘争の力になってゆこう、と準備を 

進めています。12日、ご参加、ご協力ください。 

 
原発汚染廃棄物焼却による汚染拡大は許さない！ 

大崎住民訴訟を支援する会 結成集会 
   10月 12日(土)13時半～ 於・仙台市弁護士会館 

 

女川原発再稼動 STOP！放射能汚染を広げるな！当面の活動は・・・ 
 

★再稼動STOP の請願署名を集める。県民投票を求める署名運動でつながった方たちにも協力を呼びかけ、より広く集める。 

★10月27日投票の宮城県会議員選挙で、再稼動には賛成しない議員が増えて県議会の構成が変わるように、県内 

各地でのとりくみが進むように協力する。県議の立候補予定者にアンケートを送付して、いただいた回答を公開する。 

★原発でない自然エネルギーへの転換を求めて、さまざまな活動に連帯協力する。 

★県内の放射能汚染廃棄物処分については、環境や健康に大きな不安を持たせる放射能の汚染廃棄物を拡散させない 

こと、住民合意なしに汚染廃棄物処分を進めないこと、強行実施をしないことを求めて、県内各地の住民運動に連帯し、 

ともに運動する。 

★ドキュメンタリー映画「福島は語る」を上映して、あの原発事故により、いまだに多くの被災者が苦しんでいる現実を知らせ、 

安心安全な社会とは両立しない「原発再稼動 STOP」「原発ゼロ社会」を求める運動をさらに進める。 

「福島は語る」上映は、1月11日(日)仙台メディアテークで 3 回上映、を決めました。予定に入れてください。 

女川原発再稼動 STOP！！ 街頭署名行動を続けています。  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 
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 〃 
平和ビル前にお誘いあわ

せてご参加ください。 

東北電力は、女川原発 2 号機の再稼動

のため、2013年12月、原子力規制委員会

に審査を申請しました。これまで、規制委員

会による 173 回の審査が行われ、様々な改

善指導がありました。指摘された全ての問題

点に応えた、として、この 9 月 19 日には、原

発施設の安全対策に関する書類をまとめて

提出し、審査は近く終わる見通し、といい、

2020 年度再稼動予定としています。 

 女川２号機の規制委員会合格が出ても、

住民への安全が担保されるわけではありませ

ん。事故があった時、国と自治体、電力会社 

が必ず住民を守りぬく保証はどこにもありませ

ん。原発人災による未曽有の大事故をひき

起こした東京電力の旧経営陣に対して、９

月 19 日、「無罪」判決が出ました。 

「不当判決」「常識外れ」として、被災者・

支援者だけでなく、多くの国民が日本の司法

に対する怒りと失望を強く抱いています。 

 今こそ、女川原発の再稼動 STOP のため、

もっともっとたくさんの署名を県に提出しよう、と

取り組んでいます。街頭署名だけでなく、周り

の知人に、集まりの時にも、署名のお願いを

呼び掛けてください。 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp


                      

 

 

 

 

 

  
 
原発・放射能・子ども・平和関連の企画など、各地・各団体のとりくみ  

女川原発再稼動 STOP!放射能汚染ゴミ焼却も堆肥化も反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 
◆脱原発デモ・金曜デモなど 

＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ スタンディングを検討 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3 金曜日14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜12時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション・仙台長町・蛸薬師境内集会➜デモ 
＊脱原発みやぎ 金曜デモ仙台中央部 「女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ」 

 (金)勾当台公園野外音楽堂、18:30集合、18:50 デモ出発 
 

◆9月4～10月4日 宮城県議会 9月議会（水道民営化・女川原発再稼動・震災後の復興や暮らしにかかわる今期最後の議会） 

◆9月5・15・25日 12時～13時「女の平和」５の日宣伝行動 一番町フォーラス前 

◆９月22日(日)13時半～第63回国鉄のうたごえ祭典inみやぎ 合唱発表会  入場無料 

９月23日(月)13時半～第63回国鉄のうたごえ祭典inみやぎ 大音楽会  チケット一般1000円中学以下無料  

◆9月22日(日)13時半～宮城女性9条の会憲法講座「明日の平和を求めて～若者の今、仕事・くらし～」 仙台市市民活動サポートセンター６F 参加費300円                                            

◆9月27日(金)10時～「生業を返せ、地域を返せ！」福島原発訴訟第7回公判 

◆9 月 29 日(日)10～12 時 保険医協会公開市民講座「あの日から 8 年・・・・」講演：和合亮一氏 於・仙台弁護士会館 

◆10 月 2 日（水）10 時半～11 時大崎住民訴訟仙台地裁公判 

◆10月 2日（水）12時～13時 女川原発再稼動STOP街頭署名行動 於・平和ビル前 主催・女川原発問題住民運動連絡センター 
◆10 月 5 日(土)13 時半～水道民営化を問う市民集会 講師：橋本淳司さん（      ）・ 

◆10月12日(土)13時半～15時半 大崎住民訴訟を支援する会結成集会 於・仙台弁護士会館 支援する会年会費・個人1000円 団体2000円 

◆10 月 13 日(日）10 時半～年金一揆宮城県集会 肴町公園 →アピール行進 

◆10月 16日 12時～13時 女性ネット街頭署名宣伝行動 於・平和ビル前県議選前の宣伝署名行動です。お誘いあわせてご参加を！ 

◆10 月 18 日～27 日宮城県議会議員選挙告示～投票・開票  

◆10 月 26 日(土)13 時半開場・14 時開演 1945 年ヒロシマ･ナガサキ あの日を語りつぐ そしてフクシマ 於・日本バプテスト仙台基督教会礼拝堂 300 円 

◆11 月 4 日(月・振替休日)13 時～憲法 9 条を守り生かす宮城のつどい 2019 於・仙台サンプラザホール 入場無料 

講演・憲法を活かし世界に誇れる日本にするには 講師・伊藤千尋さん(国際ジャーナリスト・元朝日新聞記者)                  

主催・みやぎ憲法九条の会 協賛・宮城県内九条の会連絡会 

◆11 月 6 日(水）12 時～13 時 女川原発再稼動 STOP 街頭署名行動 於・平和ビル前 主催・住民運動連絡センター 

◆11 月 10 日(日)13 時～16 時 10 分頃 みんなの放射線測定室「てとてと」8 周年イベント 大河原町「世代交流いきいきプラザ」多目的ホール 参加無料 

◆11 月 16.17 日(土・日）第 64 回はたらく女性の中央集会 in 宮城 参加費一日 1000 円 主催・実行委員会 連絡先 022-211-7002 

16 日(土) 13 時半～＝TKP ガーデンシティ／17 日 10 時～＝全体会トークネットホール仙台(仙台市民会館)大ホール 

◆11 月 30 日(土)13 時半～16 時 白石 草（しらいしはじめ）仙台講演会 「市民による検証～チェルノブイリ 33 年･フクシマ 8 年」 参加費無料 

                       講師プロフィール：放送局勤務を経て、非営利のインターネット放送局「Our Planet－TV」設立。マスメディアが扱わない 

テーマを中心に独自番組を制作・配信。3・11 後、子どもと被ばく、暮らしを守ることに関する取材・番組に取り組んでいる。 

於・仙台市市民活動サポートセンターB1F 主催・日本基督教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

 

福島第一原発事故の被災者たちの証言を集めたドキュメンタリー映画。 

原発事故から８年以上経過し、あの事故は終わったことにしようとする動

きも大きくなっています。しかし、原発事故で、かつての家族やふるさとの絆を

断ち切られ、夢や未来、“生きる希望”までも奪われた被災者たちの心と体

は、今なお疼いて、怒りと傷は癒えていません。 

2020 年の東京オリンピックに向けて浮き足立つこの国で、福島の原発事

故が忘れ去られようとしていると感じた土井監督が、被災者たちに取材し、

彼らが心の底にためている思いを受け止め、100 人に及ぶ証言者の中から

選びぬいた 14 人の現在進行形の「福島の声」を、4 年かけて映像作品に

仕上げたドキュメンタリー170 分の大作です。 

美しい福島の自然を背景に語られる証言のすべてが、この映画を見て、

証言を聞いている人の心に鋭く突き刺さり、求めてきます。 

「今、私たちがするべきことは何か？」「できることは何だろう？」・・・・と。 

女性ネットみやぎ上映決定！！ 

1 月 11 日（日)3回上映 
於・仙台メディアテーク 

原発被災者 14 人の証言   

「福島は語る」 
      170 分のドキュメンタリー映画 


